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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年4月12日(2018.4.12)

【公開番号】特開2016-161805(P2016-161805A)
【公開日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2016-053
【出願番号】特願2015-41188(P2015-41188)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/08     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    7/08     　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ    7/02     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月2日(2018.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の部材と、
　該第１の部材に対して相対的に回転軸を中心として回転可能な第２の部材と、
　前記第２の部材に設けられた連結部と、
　前記第１の部材に配置された検出部および前記第２の部材に配置された被検出部を有し
、前記第１の部材に対する前記第２の部材の位置を検出する位置検出部と、を備える光学
機器であって、
　前記回転軸の方向から見た場合に、前記回転軸に直交して前記検出部を通る軸を第１の
軸とし、前記回転軸に直交して前記連結部を通る軸を第２の軸とするとき、前記第２の部
材の回転範囲内の所定の位置において前記第１の軸と前記第２の軸とのなす角度が９０度
となることを特徴とする光学機器。
【請求項２】
　前記回転軸まわり方向における前記第２の部材の位置が回転範囲の中心位置であるとき
に、前記検出部と前記連結部は、前記第１の軸と前記第２の軸とが直角をなす位置関係で
あることを特徴とする請求項１に記載の光学機器。
【請求項３】
　前記連結部は、前記第２の部材に設けられた第１の連結部と第２の連結部であることを
特徴とする請求項１または２に記載の光学機器。
【請求項４】
　前記第１の連結部に係合する操作部材と、
　前記第２の連結部に係合し、前記操作部材により前記第２の部材が回転する際に連動し
て回転する回転部材と、を備えることを特徴とする請求項３に記載の光学機器。
【請求項５】
　前記第１の部材に対する前記第２の部材の位置を光学的に検出する前記位置検出部を第
１の位置検出部とし、
　前記第１の部材に対する前記第２の部材の位置を抵抗値の変化により検出する第２の位
置検出部をさらに備えることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の光学機
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器。
【請求項６】
　前記第２の位置検出部は、前記第１の部材に取り付けられた可変抵抗センサを有し、
　前記可変抵抗センサは、前記回転軸に沿う方向から見た場合、前記第１の位置検出部を
構成する前記検出部に対し、前記回転軸を挟んで対称に配置されることを特徴とする請求
項５に記載の光学機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明に係る装置は、第１の部材と、該第１の部材に対して相対的に回転軸を中心とし
て回転可能な第２の部材と、第２の部材に設けられた連結部と、第１の部材に配置された
検出部および第２の部材に配置された被検出部を有し、第１の部材に対する第２の部材の
位置を検出する位置検出部と、を備える光学機器であって、回転軸の方向から見た場合に
、回転軸に直交して検出部を通る軸を第１の軸とし、回転軸に直交して連結部を通る軸を
第２の軸とするとき、第２の部材の回転範囲内の所定の位置において第１の軸と第２の軸
とのなす角度が９０度となることを特徴とする。
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